
宣 言 日 令和6年3月7日

住 所 川口市栄町3丁目9番3号

県内企業等の名称 川口信用金庫

代 表 者 氏 名 理事長　木村　幹雄

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

電力使用量、基準年度（2009年度）比28.0％（884,191KWH）の減少

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

電力使用量、基準年度（2009年度）比26.0％（821,033KWH）の減少

省エネ・温暖化対策等に積極的に取り組み
ます。
＜（現状値）2022年の数値＞
本部・本店、支店の電力使用量について
2009年度を基準年度とし▲25.5％
〈2009年度電力使用量：
3,157,822KWH〉

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当金庫は、2030年のSDGs（持続可能な開発目標）達成に向け、金融サービスの提供を通じ活力あふ
れる地域社会を実現していくため、お客様よし、地域社会よし、金庫・職員よしの『三方良しの好循環経
営』を実現いたします。併せて、地域に無くてはならない金融機関として、SDGs（持続可能な開発目
標）を原動力とした地方創生、環境に優しい魅力的な街づくり、地域社会に貢献する活動を通し、社会
的課題の解決と持続的成長の両立を目指す取組みを推進してまいります。

川口信用金庫

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

各種機関との連携により、住み続けられる
まちづくりに取組みます。
＜（現状値）2022年の数値＞
「彩の国みどりの基金」へ寄付：2百万円/
年

＜2030年に向けた指標＞

「彩の国みどりの基金」へ寄付：毎年度2百万円

＜取組開始３年後に向けた指標＞

「彩の国みどりの基金」へ寄付：毎年度2百万円

経済

地域のお客様の課題解決に努めることで、
地域産業の成長と明るい未来の創造に努
めます。
＜（現状値）2022年の数値＞
①経営課題相談受付件数：1,136件(累
計)
②課題解決件数：351件(累計)

＜2030年に向けた指標＞

①6,000件　②1,500件

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①1,800件　②360件


